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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　油水分離タンクと、同油水分離タンク内の水を吸引する水ポンプと、同水ポンプの排出

部から上記油水分離タンク内へ上記水を戻すように循環させる循環水パイプとを備え、上

記循環水パイプに、同パイプの内部を循環する上記水の流れへ高粘性の油分を含む被処理

液を挿入して同被処理液の周囲が上記水の層で包まれるようにするための分岐パイプが、

上記循環水パイプの壁部を液密に貫通して同循環水パイプ内の水の流れの方向へ開口する

ように接続されるとともに、上記油水分離タンク内で分離した上記油分を取り出して貯留

する回収油貯留タンクが設けられたことを特徴とする、高粘性油回収装置。

【請求項２】

　上記循環水パイプへの上記分岐パイプの接続部において、上記分岐パイプの先端部が、

上記循環水パイプの壁部を液密に貫通し同循環水パイプ内の水の流れの方向へ屈曲して開

口していることを特徴とする、請求項１に記載の高粘性油回収装置。

【請求項３】

　上記分岐パイプの基端部に、バルブを介して被処理液回収タンクの底部が接続されると

ともに、同被処理液回収タンクの上部にバルブを介してコンプレッサーが接続されている

ことを特徴とする、請求項１または２に記載の高粘性油回収装置。

【請求項４】

　上記被処理液回収タンクの上部にバルブを介して被処理液回収用パイプが接続されると

ともに、上記被処理液回収タンクの上部にバルブを介して真空ポンプが接続されているこ
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と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 上 記 油 水 分 離 タ ン ク に バ ル ブ 付 き 配 管 を 介 し て 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク が 接 続 さ れ る と と

も に 、 同 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 上 部 に 真 空 ポ ン プ が バ ル ブ を 介 し て 接 続 さ れ て い る こ と を 特

徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 下 部 に 回 収 油 容 器 へ 回 収 油 を 充 填 す る た め の バ ル ブ 付 き 配 管 が

接 続 さ れ る と と も に 、 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 上 部 に コ ン プ レ ッ サ ー が バ ル ブ を 介 し 接 続

さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 沈 船 の 船 内 タ ン ク な ど に 残 留 す る 高 粘 性 の 油 分 を 含 ん だ 被 処 理 液 を 、 処 理 施

設 ま で 長 い 距 離 で も 支 障 な く 移 送 し て 油 分 の 回 収 を 行 え る よ う に し た 高 粘 性 油 回 収 装 置 に

関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に 、 海 洋 等 に 流 出 し た 油 や 沈 船 の 船 内 タ ン ク に 残 留 す る 油 は 、 時 間 の 経 過 と 共 に 揮

発 分 の 蒸 発 な ど に よ っ て 高 粘 性 と な る の で 、 そ の 回 収 後 の 処 理 施 設 ま で の 移 送 が 困 難 に な

る と い う 不 具 合 が あ る 。

　 従 来 、 ル ー プ 状 の ベ ル ト に 一 定 ピ ッ チ で 油 掻 き 取 り 板 を 取 り 付 け た も の を 循 環 さ せ る こ

と に よ り 、 海 上 を 浮 遊 す る 高 粘 性 油 を 掻 き 取 る よ う に し て 回 収 す る 装 置 な ど が 開 発 さ れ て

い る が 、 回 収 さ れ た 高 粘 性 油 を 処 理 施 設 ま で 長 い 距 離 に わ た っ て パ イ プ を 通 じ 移 送 す る こ

と が 難 し い と い う 問 題 点 が あ る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ５ ４ ３ ８ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 本 発 明 は 、 油 水 分 離 タ ン ク 内 を 水 が 通 過 す る よ う に し て 水 を 循 環 さ せ る 循 環 水 パ イ プ を

備 え 、 同 循 環 水 パ イ プ に 、 高 粘 性 油 分 を 含 む 被 処 理 液 を 挿 入 す る た め の 分 岐 パ イ プ を 設 け

る こ と に よ り 、 同 分 岐 パ イ プ か ら 上 記 循 環 水 パ イ プ 内 へ 挿 入 さ れ た 被 処 理 液 が 、 水 で 包 ま

れ な が ら 管 摩 擦 抵 抗 の 少 な い 状 態 で 流 れ る よ う に し て 、 上 記 油 水 分 離 タ ン ク へ の 被 処 理 液

の 移 送 を 長 い 距 離 で も 支 障 な く 行 え る よ う に し 、 し か も 上 記 油 水 分 離 タ ン ク で の 油 分 の 分

離 を 効 率 よ く 行 え る よ う に し た 高 粘 性 油 回 収 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 は 、 油 水 分 離 タ ン ク と 、 同 油 水 分 離 タ ン ク 内 の 水 を 吸 引 す る

水 ポ ン プ と 、 同 水 ポ ン プ の 排 出 部 か ら 上 記 油 水 分 離 タ ン ク 内 へ 上 記 水 を 戻 す よ う に 循 環 さ

せ る 循 環 水 パ イ プ と を 備 え 、 上 記 循 環 水 パ イ プ に 、 同 パ イ プ の 内 部 を 循 環 す る 上 記 水 の 流

れ へ 高 粘 性 の 油 分 を 含 む 被 処 理 液 を 挿 入 し て 同 被 処 理 液 の 周 囲 が 上 記 水 の 層 で 包 ま れ る よ

う に す る た め の 分 岐 パ イ プ が 、 上 記 循 環 水 パ イ プ の 壁 部 を 液 密 に 貫 通 し て 同 循 環 水 パ イ プ

内 の 水 の 流 れ の 方 向 へ 開 口 す る よ う に 接 続 さ れ る と と も に 、 上 記 油 水 分 離 タ ン ク 内 で 分 離

し た 上 記 油 分 を 取 り 出 し て 貯 留 す る 回 収 油 貯 留 タ ン ク が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る

。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 は 、 上 記 循 環 水 パ イ プ へ の 上 記 分 岐 パ イ プ の 接 続 部 に

お い て 、 上 記 分 岐 パ イ プ の 先 端 部 が 、 上 記 循 環 水 パ イ プ の 壁 部 を 液 密 に 貫 通 し 同 循 環 水 パ

イ プ 内 の 水 の 流 れ の 方 向 へ 屈 曲 し て 開 口 し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 は 、 上 記 分 岐 パ イ プ の 基 端 部 に 、 バ ル ブ を 介 し て 被
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処 理 液 回 収 タ ン ク の 底 部 が 接 続 さ れ る と と も に 、 同 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に バ ル ブ を

介 し て コ ン プ レ ッ サ ー が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 は 、 上 記 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に バ ル ブ を 介 し て

被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ が 接 続 さ れ る と と も に 、 上 記 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に バ ル ブ を

介 し て 真 空 ポ ン プ が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 は 、 上 記 油 水 分 離 タ ン ク に バ ル ブ 付 き 配 管 を 介 し て

上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク が 接 続 さ れ る と と も に 、 同 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 上 部 に 真 空 ポ ン プ が

バ ル ブ を 介 し て 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 は 、 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 下 部 に 回 収 油 容 器 へ 回 収

油 を 充 填 す る た め の バ ル ブ 付 き 配 管 が 接 続 さ れ る と と も に 、 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 上 部

に コ ン プ レ ッ サ ー が バ ル ブ を 介 し 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 で は 、 水 ポ ン プ の 作 動 に よ り 油 水 分 離 タ ン ク 内 の 水 を 循 環 水

パ イ プ を 通 じ 循 環 さ せ な が ら 、 同 循 環 水 パ イ プ を 循 環 す る 水 の 流 れ に 、 高 粘 性 油 分 を 含 む

被 処 理 液 を 、 上 記 水 の 流 れ の 方 向 に 開 口 す る 分 岐 パ イ プ を 通 じ て 挿 入 す る こ と に よ り 、 同

被 処 理 液 は 周 囲 を 水 の 層 で 包 ま れ る よ う に し な が ら 管 摩 擦 抵 抗 の 少 な い 状 態 で 上 記 油 水 分

離 タ ン ク へ 長 い 距 離 で も 支 障 な く 運 ば れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ し て 、 上 記 循 環 水 パ イ プ へ の 上 記 分 岐 パ イ プ の 接 続 部 に お い て 、 上 記 分 岐 パ イ プ の 先

端 部 が 上 記 循 環 水 パ イ プ の 壁 部 を 液 密 に 貫 通 し 同 循 環 水 パ イ プ 内 の 水 の 流 れ の 方 向 へ 屈 曲

し て 開 口 し て い る と 、 上 記 分 岐 パ イ プ 内 の 高 粘 性 油 分 を 含 む 被 処 理 液 は 、 上 記 循 環 水 パ イ

プ 内 へ 流 入 す る 際 に 、 同 循 環 水 パ イ プ 内 の 水 の 流 れ に 効 率 よ く 包 ま れ る よ う に し て 同 じ 方

向 へ 円 滑 に 誘 導 さ れ る よ う に な り 、 こ の よ う に し て 上 記 被 処 理 液 は 上 記 油 水 分 離 タ ン ク 内

へ 能 率 よ く 進 入 で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 上 記 油 水 分 離 タ ン ク 内 で は 、 軽 い 油 分 は 上 層 へ 分 離 さ れ 、 ま た 不 純 物 な ど を 含 む

重 い 油 分 は 下 層 へ 分 離 さ れ る の で 、 こ れ ら の 油 分 は 適 宜 の 手 段 で 吸 引 す る こ と に よ り 容 易

に 回 収 油 貯 留 タ ン ク へ 貯 留 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 さ ら に 、 上 記 分 岐 パ イ プ の 基 端 部 に 、 バ ル ブ を 介 し て 上 記 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 底 部 が

接 続 さ れ る と と も に 、 同 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に バ ル ブ を 介 し て コ ン プ レ ッ サ ー が 接

続 さ れ て い る と 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に お け る 上 記 バ ル ブ を 開 く と と も に 同 被 処 理

液 回 収 タ ン ク の 下 部 に お け る 上 記 バ ル ブ を 開 い て 上 記 コ ン プ レ ッ サ ー を 作 動 さ せ る こ と に

よ り 、 上 記 被 処 理 液 回 収 タ ン ク か ら 上 記 分 岐 パ イ プ を 通 じ て 上 記 循 環 水 パ イ プ へ の 被 処 理

液 の 圧 入 が 効 率 よ く 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 上 記 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に バ ル ブ を 介 し て 被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ が 接 続 さ

れ る と と も に 、 上 記 被 処 理 液 回 収 タ ン ク の 上 部 に バ ル ブ を 介 し て 真 空 ポ ン プ が 接 続 さ れ て

い る と 、 上 記 の 各 バ ル ブ を 開 き 、 上 記 真 空 ポ ン プ を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 被 処 理 液

回 収 タ ン ク の 内 部 を 負 圧 に し て 、 同 被 処 理 液 回 収 タ ン ク 内 へ 上 記 被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ を

通 じ 被 処 理 液 を 効 率 よ く 吸 引 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 さ ら に 、 上 記 油 水 分 離 タ ン ク に バ ル ブ 付 き 配 管 を 介 し て 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク が 接 続 さ

れ る と と も に 、 同 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 上 部 に 真 空 ポ ン プ が バ ル ブ を 介 し て 接 続 さ れ て い る

と 、 上 記 油 水 分 離 タ ン ク の 内 部 で 分 離 さ れ た 高 粘 性 の 油 分 を 含 む 被 処 理 液 が 、 上 記 真 空 ポ

ン プ で 負 圧 に さ れ る 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 内 部 へ 効 率 よ く 吸 引 さ れ 充 填 さ れ る よ う に な
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る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 そ し て 、 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 下 部 に 回 収 油 容 器 へ 回 収 油 を 充 填 す る た め の バ ル ブ 付

き 配 管 が 接 続 さ れ る と と も に 、 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 上 部 に コ ン プ レ ッ サ ー が バ ル ブ を

介 し 接 続 さ れ て い る と 、 同 バ ル ブ を 開 き 上 記 コ ン プ レ ッ サ ー で 上 記 回 収 油 貯 留 タ ン ク の 内

部 を 上 方 か ら 加 圧 す る こ と に よ り 、 上 記 回 収 油 容 器 へ の 回 収 油 の 充 填 を 能 率 よ く 簡 便 に 行

う こ と が 可 能 に な る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と し て の 高 粘 性 油 回 収 装 置 を 模 式 的 に 示 す 系 統 図 、 図 ２ は 図 １

の Ｊ 部 の 詳 細 構 造 を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 図 １ に 示 す 装 置 の 循 環 水 パ イ プ に お け る 被 処 理 液

お よ び 水 の 各 速 度 分 布 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 装 置 は 、 沈 船 な ど の 内 部 に 残 留 す る 高 粘 性 の 油 分 を 含 ん だ 被 処 理

液 Ｌ を 、 被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ （ 好 ま し く は 太 く て 短 い パ イ プ ） 10を 介 し 被 処 理 液 回 収 タ

ン ク ７ へ 吸 引 し て か ら 、 同 タ ン ク ７ の 底 部 よ り バ ル ブ ４ 付 き 分 岐 パ イ プ 21を 介 し 、 所 の 長

さ に 延 設 し う る 循 環 水 パ イ プ 20内 へ 挿 入 す る こ と に よ り 、 油 水 分 離 タ ン ク ３ へ 導 く よ う に

し て 、 同 タ ン ク ３ 内 で 油 水 分 離 を 行 わ せ 、 こ の よ う に し て 分 離 し た 高 粘 性 油 を 、 回 収 油 貯

留 タ ン ク 13を 介 し ド ラ ム 缶 な ど の 回 収 油 容 器 17へ 移 し て 、 順 次 搬 出 で き る よ う に し た も の

で あ る 。

　 こ の た め 本 装 置 で は 、 油 水 分 離 タ ン ク ３ の 内 部 の 水 Ｗ を 吸 引 す る 水 ポ ン プ １ と 、 同 水 ポ

ン プ １ の 排 出 部 か ら 油 水 分 離 タ ン ク ３ へ 水 Ｗ を 循 環 さ せ る 循 環 水 パ イ プ 20と が 設 け ら れ る

。

　 な お 、 上 記 の 水 Ｗ と し て は 清 水 の ほ か 、 海 水 な ど を 用 い る よ う に し て も よ く 、 ま た 循 環

水 パ イ プ 20に は 、 水 ポ ン プ １ の 排 出 部 付 近 に お い て バ ル ブ ２ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 循 環 水 パ イ プ 20に は 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ か ら 同 パ イ プ 20の 内 部 へ 被 処 理 液 Ｌ

を 挿 入 す る た め の 分 岐 パ イ プ 21が 、 接 続 部 Ｊ を 介 し て 接 続 さ れ る と と も に 、 油 水 分 離 タ ン

ク ３ の 内 部 で 分 離 し た 油 分 を 取 り 出 し て 貯 留 す る 回 集 油 貯 留 タ ン ク 13が 、 油 水 分 離 タ ン ク

３ の 上 部 と 底 部 と に バ ル ブ 14， 15付 き 配 管 19を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 接 続 部 Ｊ で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 分 岐 パ イ プ 21の 先 端 部 21ａ が 、 循 環 水 パ イ プ 20の 壁

部 を 液 密 に 貫 通 し 、 同 循 環 水 パ イ プ 20内 の 水 の 流 れ の 方 向 へ 屈 曲 し て 開 口 し て い る 。

　 ま た 、 油 水 分 離 タ ン ク ３ 内 の 油 分 を 吸 引 し て 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13へ 移 送 す る 手 段 と し て

、 同 タ ン ク 13の 内 部 を 負 圧 に 保 持 し う る よ う に 、 同 タ ン ク 13の 頂 部 に は 真 空 ポ ン プ ６ が バ

ル ブ 18付 き 配 管 18ａ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 さ ら に 、 真 空 ポ ン プ ６ は 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ へ バ ル ブ ５ 付 き 配 管 10を 介 し 被 処 理 液

Ｌ を 吸 引 す る 際 に も 使 用 で き る よ う に 、 同 タ ン ク ７ の 頂 部 に バ ル ブ 11付 き 配 管 11ａ を 介 し

て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 そ し て 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 内 部 の 被 処 理 液 を 、 バ ル ブ ４ 付 き 分 岐 パ イ プ 21を 介 し

て 循 環 水 パ イ プ 20内 へ 圧 入 で き る よ う に 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 頂 部 に は 、 圧 縮 空 気 を

送 り 込 む た め の コ ン プ レ ッ サ ー ８ が バ ル ブ 12付 き 配 管 12ａ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 コ ン プ レ ッ サ ー ８ は 、 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13の 内 部 の 回 収 油 を バ ル ブ 16付 き 配 管 16

ａ を 介 し て 回 収 油 容 器 17へ 圧 送 に よ り 供 給 で き る よ う に 、 バ ル ブ 23付 き 配 管 23ａ を 介 し て

回 収 油 貯 留 タ ン ク 13の 頂 部 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 述 の 本 実 施 例 の 高 粘 性 油 回 収 装 置 で は 、 水 ポ ン プ １ の 作 動 に よ り 油 水 分 離 タ ン ク ３ 内
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の 水 Ｗ を 循 環 水 パ イ プ 20を 通 じ 循 環 さ せ な が ら 、 同 循 環 水 パ イ プ 20の 内 部 を 循 環 す る 水 Ｗ

の 流 れ に 、 高 粘 性 油 分 を 含 む 被 処 理 液 Ｌ を 、 上 記 水 Ｗ の 流 れ の 方 向 に 開 口 す る 分 岐 パ イ プ

21を 通 じ て 挿 入 す る こ と に よ り 、 同 被 処 理 液 Ｌ は 図 ３ に 示 す よ う に 周 囲 を 水 Ｗ の 層 で 包 ま

れ る よ う に し な が ら 管 摩 擦 抵 抗 の 少 な い 状 態 で 油 水 分 離 タ ン ク ３ へ 長 い 距 離 で も 支 障 な く

運 ば れ る よ う に な る 。

　 な お 、 図 ３ に お い て 符 号 Ａ は 水 の 速 度 分 布 を 示 し 、 符 号 Ｂ は 被 処 理 液 の 速 度 分 布 を 示 し

て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 循 環 水 パ イ プ 20へ の 分 岐 パ イ プ 21の 接 続 部 Ｊ で は 、 分 岐 パ イ プ 21の

先 端 部 21ａ が 循 環 水 パ イ プ 20の 壁 部 を 液 密 に 貫 通 し 同 循 環 水 パ イ プ 20内 の 水 Ｗ の 流 れ の 方

向 へ 屈 曲 し て 開 口 し て い る の で 、 分 岐 パ イ プ 21内 の 高 粘 性 油 分 を 含 む 被 処 理 液 Ｌ は 、 循 環

水 パ イ プ 20内 へ 流 入 す る 際 に 、 同 循 環 水 パ イ プ 20内 の 水 Ｗ の 流 れ に 効 率 よ く 包 ま れ る よ う

に し て 同 じ 方 向 へ 円 滑 に 誘 導 さ れ る よ う に な り 、 こ の よ う に し て 被 処 理 液 Ｌ は 油 水 分 離 タ

ン ク ３ 内 へ 能 率 よ く 進 入 で き る よ う に な る 。

　 な お 、 実 験 の 結 果 に よ れ ば 、 被 処 理 液 Ｌ の 流 量 は 、 水 Ｗ の 流 量 の ほ ぼ １ ／ ２ と す る こ と

が 望 ま し く 、 こ れ に よ り 被 処 理 液 Ｌ の 流 量 を 最 大 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 油 水 分 離 タ ン ク ３ 内 で は 、 軽 い 油 分 は 上 層 へ 分 離 さ れ 、 ま た 不 純 物 な ど を 含 む 重

い 油 分 は 下 層 へ 分 離 さ れ る の で 、 こ れ ら の 油 分 は 油 水 分 離 タ ン ク ３ の 上 部 お よ び 底 部 に 接

続 さ れ た バ ル ブ 14， 15付 き 配 管 19を 介 し て 吸 引 す る こ と に よ り 容 易 に 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13

へ 貯 留 す る こ と が 可 能 に な る 。

　 な お 、 油 分 の 比 重 が 水 と 同 じ 場 合 に は 、 水 の 代 わ り に 海 水 を 使 用 し て 油 分 を 分 離 す る 。

ま た 、 配 管 19は 太 く て 短 い も の が 好 ま し く 、 内 径 が ４ ～ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 で 長 さ が ４ ｍ 程 度 の

も の が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 さ ら に 、 分 岐 パ イ プ 21の 基 端 部 に 、 バ ル ブ ４ を 介 し て 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 底 部 が 接

続 さ れ る と と も に 、 同 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 上 部 に バ ル ブ 12を 介 し て コ ン プ レ ッ サ ー ８

が 接 続 さ れ て い る の で 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 上 部 に 通 じ る バ ル ブ 12を 開 く と と も に 同

回 収 タ ン ク ７ の 底 部 に お け る バ ル ブ ４ を 開 き コ ン プ レ ッ サ ー ８ を 作 動 さ せ て 圧 縮 空 気 を 送

り 込 む こ と に よ り 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ か ら 分 岐 パ イ プ 21を 通 じ て 循 環 水 パ イ プ 20へ の

被 処 理 液 Ｌ の 圧 送 に よ る 挿 入 が 効 率 よ く 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 上 部 に バ ル ブ ５ を 介 し て 被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ 10が 接 続

さ れ る と と も に 、 被 処 理 液 回 収 タ ン ク ７ の 上 部 に バ ル ブ 11を 介 し て 真 空 ポ ン プ ６ が 接 続 さ

れ て い る の で 、 各 バ ル ブ ５ ， 11を 開 き 、 真 空 ポ ン プ ６ を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 被 処 理 液

回 収 タ ン ク ７ の 内 部 を 負 圧 に し て 、 同 回 収 タ ン ク ７ 内 へ 被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ 10を 通 じ 被

処 理 液 Ｌ を 的 確 に 吸 引 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 パ イ プ 10と し て は 、 内 径 が ４ ～ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 で 長 さ が ４ ｍ 程 度 の も の を 用 い る こ

と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 油 水 分 離 タ ン ク ３ の 上 部 お よ び 底 部 に バ ル ブ 14， 15付 き 配 管 19を 介 し て 回 収 油

貯 留 タ ン ク 13が 接 続 さ れ る と と も に 、 同 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13の 上 部 に 真 空 ポ ン プ ６ が バ ル

ブ 18付 き 配 管 18ａ を 介 し て 接 続 さ れ て い る の で 、 油 水 分 離 タ ン ク ３ の 内 部 で 分 離 さ れ た 高

粘 性 の 油 分 を 含 む 被 処 理 液 Ｌ が 、 真 空 ポ ン プ ６ で 負 圧 に さ れ る 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13の 内 部

へ 効 率 よ く 吸 引 さ れ 充 填 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 そ し て 、 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13の 下 部 に 回 収 油 容 器 17へ 回 収 油 を 充 填 す る た め の バ ル ブ 16

付 き 配 管 16ａ が 接 続 さ れ る と と も に 、 回 収 油 貯 留 タ ン ク 13の 上 部 に コ ン プ レ ッ サ ー ８ が バ

ル ブ 23付 き 配 管 23ａ を 介 し 接 続 さ れ て い る の で 、 同 バ ル ブ 23を 開 き コ ン プ レ ッ サ ー ８ で 回

収 油 貯 留 タ ン ク 13の 内 部 を 上 方 か ら 加 圧 す る こ と に よ り 、 回 収 油 容 器 17へ の 回 収 油 の 充 填
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を 能 率 よ く 簡 便 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 発 明 の 装 置 で は 、 高 粘 性 の 油 分 を 含 ん だ 被 処 理 液 を 循 環 水 パ イ プ へ 挿 入 し て 水 タ ン ク

内 へ 導 き 、 同 水 タ ン ク 内 で 油 水 の 分 離 が 行 わ れ て い る が 、 本 発 明 の 装 置 は 、 高 粘 性 の 他 の

液 体 の 移 送 お よ び 分 離 に も 転 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と し て の 高 粘 性 油 回 収 装 置 を 模 式 的 に 示 す 系 統 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の Ｊ 部 の 詳 細 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 装 置 の 循 環 水 パ イ プ に お け る 被 処 理 液 お よ び 水 の 各 速 度 分 布 を 示 す 説

明 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 １ 　 水 ポ ン プ

　 ２ 　 バ ル ブ

　 ３ 　 油 水 分 離 タ ン ク

　 ４ ， ５ 　 バ ル ブ

　 ６ 　 真 空 ポ ン プ

　 ７ 　 被 処 理 液 回 収 タ ン ク

　 ８ 　 コ ン プ レ ッ サ ー

　 10　 被 処 理 液 回 収 用 パ イ プ

　 11　 バ ル ブ

　 11ａ 　 配 管

　 12　 バ ル ブ

　 12ａ 　 配 管

　 13　 回 収 油 貯 留 タ ン ク

　 14， 15， 16　 バ ル ブ

　 16ａ 　 配 管

　 17　 回 収 油 容 器 （ ド ラ ム 缶 ）

　 18　 バ ル ブ

　 18ａ 　 配 管

　 19　 配 管

　 20　 循 環 水 パ イ プ

　 21　 分 岐 パ イ プ

　 21ａ 　 分 岐 パ イ プ 先 端 部

　 23　 バ ル ブ

　 23ａ 　 配 管

　 Ｊ 　 接 続 部

　 Ｌ 　 被 処 理 液

　 Ｗ 　 水
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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